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北
陸
銀
金
沢
支
店
前
で
展
示 

 

金
沢
市
尾
山
町
の
北
陸
銀

行
金
沢
支
店
前
の
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ウ
で
四
月
か
ら
一
年

間
、
金
沢
学
院
大
学
の
学
生

が
制
作
し
た
ア
ー
ト
作
品
が

展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

魅
力
的
な
歩
行
空
間
づ
く
り

に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。 
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入
学
式
で
告
辞
を
述
べ
る
飛

田
理
事
長
＝
東
高
校
体
育
館 

 
金
沢
学
院
大
学
・
短
大
入
学
式
で
式

辞
を
述
べ
る
石
田
学
長
＝
第
一
体
育
館

 
（左）と冨田さん 

平
成
二
十
一
年
度
金
沢
学
院
大
学
大
学
院
、
金
沢
学
院

大
学
、
金
沢
学
院
短
期
大
学
の
入
学
式
は
四
月
二
日
、
第

一
体
育
館
で
行
わ
れ
、
大
学
編
入
学
、
大
学
・
短
大
専
攻

科
を
含
む
計
六
百
五
人
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
は
名
称
変
更
し
た
大
学
経
営
情
報

学
部
経
営
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
、
改
組
し
た
短
大
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
総
合
学
科
が
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。 

化
学
部
美
術
工
芸
学
科
の
篠

塚
美
沙
さ
ん
（
金
沢
学
院
東

高
校
出
身
）
が
「
日
本
の
文

化
を
世
界
に
伝
え
る
力
を
育

み
た
い
」
、
短
大
の
入
学
生
を

代
表
し
て
食
物
栄
養
学
科
の

冨
田
真
那
さ
ん
（
同
）
が
「
学

則
を
守
り
、
何
事
に
も
一
生

懸
命
取
り
組
み
た
い
」
と
そ

れ
ぞ
れ
宣
誓
し
ま
し
た
。 

 

石
田
学
長
は
式
辞
で
「
基 

金
沢
学
院
東
高
校
の
平
成

二
十
一
年
度
入
学
式
は
四
月

七
日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ

れ
、
新
入
生
三
百
十
三
人
が

高
校
生
活
に
希
望
を
膨
ら
ま 

せ
ま
し
た
。 

 

石
田
毅
士
郎
校
長
が
「
人

と
違
う
自
分
を
創
る
た
め
、

積
極
的
に
未
知
の
分
野
に
挑

戦
せ
よ
」
と
式
辞
を
述
べ
、

飛
田
秀
一
理
事
長
が
告
辞
で

「
も
っ
と
活
字
に
親
し
も

う
」
と
、
新
聞
や
本
を
読
む

こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。 

 

宮
本
元
彦
後
援
会
長
の
祝

辞
に
続
き
、
入
学
生
代
表
の

山
竹
峻
史
君
（
錦
丘
中
学
校

出
身
）
が
「
社
会
に
役
立
つ

人
間
に
な
る
た
め
に
切
磋
琢

磨
す
る
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

 
原千紗さんの日本画部門一
般最高賞「typewriter」 

現
代
美
術
展
は
四
月
二
十

一
日
ま
で
、
石
川
県
立
美
術

館
と
金
沢
21
世
紀
美
術
館

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
の
本
学
関
係
の

入
選
・
入
賞
は
次
の
皆
さ
ん
。

 

◆
日
本
画
▽
新
入
選 

冨
田

麻
美
、
岡
本
奈
々
、
金
城
瑞
帆
、

西
川
奈
保
子
、
原
田
恵
、
掘
北
唯

希
衣
、
池
端
卓
也
、
濱
中
真
奈
美

◆
洋
画
▽
新
入
選 

亀
田
寛
人
、

坪
井
優
美
子
▽
再
入
選 

小
坂
早

苗
、
田
中
冬
美
、
西
田
伸
一
＝
次

賞
、
青
木
良
識
◆
陶
芸
▽
新
入
選

島
村
大
祐
、
森
由
利
子
▽
再
入
選

尾
蔵
浩
平
、
羽
場
文
彦
＝
佳
作
◆

漆
芸
▽
再
入
選 

村
谷
聡
志 

入学生代表で宣誓する 

山竹君。左は石田校長 

東
高
新
入
生
は
３
１
３
人 

大学・短大に605人入学 

 
宣誓する篠塚さん 

石
田
寛
人
学
長
が
入
学
許

可
を
告
げ
た
あ
と
、
大
学
の

入
学
生
を
代
表
し
て
美
術
文 

 

本
に
忠
実
で
あ
れ
。『
辛
抱
強

い
積
極
性
』
を
身
に
つ
け
よ
」

と
激
励
し
ま
し
た
。
飛
田
秀

一
学
校
法
人
金
沢
学
院
理
事

長
は
「
人
と
話
を
し
よ
う
。

直
に
接
す
る
こ
と
で
伝
わ
る

も
の
を
大
事
に
し
て
ほ
し

い
」
と
告
辞
し
ま
し
た
。 

 

保
護
者
ガ
イ
ダ
ン
ス
も 

 

入
学
式
後
、
初
め
て
の
保

護
者
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス
＝
写

真
左
＝
を
講
堂
で
開
き
、
本

学
の
学
生
生
活
支
援
、
就
職

支
援
の
取
り
組
み
に
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

第
六
十
五
回
現
代
美
術
展

に
金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化

学
部
の
学
生
、
卒
業
生
、
教

職
員
ら
二
十
一
人
が
入
選
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
東
高
校

非
常
勤
講
師
を
務
め
る
原
千

紗
職
員
の
作
品
が
昨
年
に
続

き
日
本
画
部
門
一
般
出
品
の

最
高
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
辰
田
千
春
さ
ん
（
三

年
）
と
石
井
香
織
さ
ん
（
四

年
）
の
作
品
が
新
入
選
で
佳

作
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

原さん連続最高賞 

現
代
美
術
展


